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Effects of behavioral activation on default mode 
network connectivity in subthreshold depression:  
A preliminary resting-state fMRI study 
（行動活性が閾値下うつのデフォルトモードネット
ワーク結合に及ぼす影響 
―安静時 fMRIを用いた予備的検討―）   

















効であることや（Takagaki et al., 2016），閾値下うつに対する行動活性化の神経科学的作用機
序を課題遂行中の fMRI を用いて明らかにしてきた（Mori et al., 2016; Shiota et al., 2017）。 









群に 5回（週 1回）の行動活性化（Takagaki et al., 2016）を行った。統制群には質問紙評価の

















行動活性：p <.001, 報酬知覚：p <.01, QOL：p <.01），介入後には統制群と比べて良好な状態
にあることが示された（うつ症状：p <.01, 報酬知覚：p <.05, QOL：p <.001）。安静時 fMRI
データの解析では DMN 成分のうち，前部 DMN に有意な交互作用がみられ介入群で背側前帯
状回（dACC）との結合低下が示された（p <.001 uncorrected, k >10）。下後部・上後部 DMN
には有意な効果は見られなかった。さらに，介入群において前部 DMN-dACC の結合変化量が




 本研究により行動活性化が前部 DMNと dACC の機能結合を減少させる可能性が示された。
dACCは本来 DMN には含まれず，刺激検出に関わる顕著性ネットワーク（SN）の中心領域と
して知られている。うつ病では，前部 DMN と dACCが強く結びついていること，両者の結合
の強さは反すう時の内的刺激への焦点化や，外的報酬への気づきの低下と関連することが指摘さ
れている。今回の結果は，行動活性化によって DMNと SN 間の独立性が高まり，dACCが本来
の機能を取り戻し，内的刺激からの注意の切り替えや外的報酬への気づきが促進されたと考えら
れた。さらに前部 DMN と dACC の結合低下は QOLの改善と関連したが，内的注意処理を減少
させ外的報酬への気づきが増加したことにより，ネガティブな思考の繰り返し（反すう）が減少
し，結果的に QOL改善につながったものと考えられた。本研究は閾値下うつにおける行動活性
化の効果を安静時 fMRI を用いた自発的脳活動ネットワークの観点から検討した最初の研究で
あり，行動活性化の神経科学的作用機序に関する重要な示唆を与えるものである。 
 
